
（1月15日現在）

食器棚、オルガン、エレクトー
ン、学習机、三面鏡、洋服ダン

ス、ベッド（Ｓ・ＳＷ・ロフトベッド）、ローチェスト、ブランコ

掃除機、キーケース、黒
コート（9～11号）、コー

ヒーセット、レンジ台（スチール）、ダイニングセット、棚
（木製）、将棋盤（脚付）、猫の登り棒、作業着（Ｍ）、ジャージ
（Ｍ）、血圧計、レース地（白）、シルバーカー、火鉢
（40cm）、自転車（12インチ～大人）、バウンサー、本棚（木
製）、ブックスタンド（木製）、保温ポット、ベスト（黒or紺
110～120cm）、鉢（6or8角形）、アーミーナイフ、ダッチ
オーブン、洋服ダンス（高185cm）、ピンキングバサミ、
テーブル（90cm角）、ベビーゲート、ラジコンカー、お椀、
つり道具、電話機（子機付）、ミキサー（小）、茶箱（ブリキ）、
餅つき器、電気ストーブ、琴、土鍋（30センチ）、石油ス
トーブ（丸型・大）、トレッキングシューズ（26.5cm）、掛
け時計、ベビーチェア、座椅子、ベビーカー（Ａ・Ｂ型）、電
気ファンヒーター、ベビーフェンス、脚立、厚地下着（男
女）、応接セット、鯉のぼり（大・小）、食品棚（横幅90cm）
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3月6日（木）　午前9
時30分～正午
リサイクル研修ス
テーション 
10人（先着順）
300円
着物（着物はほどい
て、洗濯機〔中性洗
剤・柔軟剤使用 〕で
水洗いし、アイロンをかけて干したものを
ご持参ください。）、裁縫道具、ものさし、メ
ジャー、ミシン持込可。
※着物の素材はどれでも良いですが、柔ら
　かい絹等は着心地が良く、見た目にもき
　れいです。1枚の着物から作るのもよし、
　生地と柄物を組合せても自由です。
2月15日　午前8時30分から電話で次へ。
リサイクル研修ステーション
☎75-2140　Fax75-2141
（休館日：月曜・祝日・月曜が祝日の時は翌日）
エコリーダー「くるっと」（木津川市廃棄物
減量等推進員の会）

家庭系ごみの減量目標
　ごみの減量目標値は、平成21年度基準年度とし、
もったいないプランの最終目標年度である平成37
年度に向けて、1人1日当たりのごみ減量目標を次の
とおり設定しました。

1人1日当たりの家庭系ごみについて
・燃やすごみの排出量を30％（約134g）削減します。
　134gを例示すると…
　朝刊1日分、バナナの皮2本分、ジュースのアルミ缶
　（350ml）6本分
・燃やすごみ以外の排出量を5％（約20g）削減します。

　生ごみの大部分が水分なので、生ごみ中の水分を
減らす『水切り』は、減量にとても有効です。また、水
切り後の生ごみは軽くなり、燃えやすくなるため、
ごみ焼却に掛かる経費の削減にも繋がります。
　今後とも市民の皆さんのご協力をよろしくお願
いします。
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2月27日（木）　午前8時10分～午後6時頃
市役所駐車場　午前8時10分
①大阪市舞洲工場、②大阪ガス　ガス科学館
市内にお住まい又はお勤めの方
20人（申込多数の場合抽選）※未就学児不可
2月16日（必着）までに、往復はがきに住所、
氏名（フリガナ）、電話番号、市役所への交通
手段を記入して次へ。
〒619-0214　木津神田2-1
リサイクル研修ステーション
☎75-2140　Fax75-2141
（休館日：月曜・祝日・月曜が祝日の時は翌日）
※1枚のはがきにつき、2人まで参加できます。

・当日車を市役所駐車場に駐車される場合は、
自動車登録番号（例：京都○○○あ●●●●）
を必ず記入してください。

・昼食は、途中海遊館周辺でとりますので各
自でお願いします。
エコリーダー「くるっと」（木津川市廃棄物
減量等推進員の会）

　ごみの減量化に率先して取り組んでいる企業を見
学し、いっしょにごみの減量や私たちの身近にある
3R（リデュース・リユース・リサイクル）について考
えてみませんか。

エコツアーエコツアーエコツアー 無料

「着物からボレロづくり」

さとやまさとやまさとやま 通信　　　 ＜Vol.22＞
つう しん

「里山の維持再生ゾーン」の実現に向けて
　～市民協働による持続可能なまちづくりのモデルケースとして～

まち美化推進課　☎75-1215学研企画課　☎75-1201　E-mail:kikaku@city.kizugawa.lg.jp

12月15日、やましろサイエンスクラブが自然観察会
　学研木津北地区には、豊かな自然が残されています。
　やましろサイエンスクラブの子どもたちが、里地里山活動
をする「鹿背山倶楽部」の協力を得て、自然観察会をおこない
ました。

■生き物の冬の過ごし方は？
　冬の虫たちは、どのようにして寒さをしのいでいるのでしょう。
　このような素朴な疑問を解決するため、講師に京都府立園部高等学校の田中先
生、NPO法人やましろきっづサイエンスの佐々木先生、鹿背山倶楽部の長尾会長
を迎え、調査をおこないました。
　土の中にいる生き物を探す子どもたちは、まるで宝探しのように楽しんでいま
した。

■自然の恵みを満喫
　冬の里山には、野イチゴがたくさんあります。ふだん口にするイチゴ
とは形が違いますが、講師から食べられると聞いた子どもたちは、不思
議そうに口の中に入れ、甘いと思っていた子どもたちは、その独特の
酸っぱさに驚いていました。
　参加した子どもたちは「大自然での調査は楽しかった。また、春に調査
をしたい。」と言っていました。また、保護者からは「長尾会長から、この
豊かな自然を守るためには、保全活動が必要であることを知り、改めて
団体のご労苦を認識できた。我々もできる活動から実践してみたい。」と
の話がありました。

■里山での活動は知識次第！！
　このような自然観察会や里山での活動は、里山を知る知識人の情報等
の話を聞くことで、参加者の理解が深まります。
　当地区には里地里山活動を実践する団体が、７団体あります。皆さん
も、団体の皆さんと一緒に活動してみませんか。
　活動に興味がある方は、学研企画課へご連絡ください。　

冬の里山で生き物探し

木津川市ごみ減量化推進計画
（もったいないプラン）vol．4
～『もったいない』の考えが息づき、市民・事業者・行政の
　協働に基づく、環境負荷の少ない循環型社会の実現を目指して～
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